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1
𝐠𝐠(𝐱𝐱)

 を微分するときも 

定義に従って 

 

lim
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𝟏𝟏
ｈ
｛

1
𝑔𝑔(𝑥𝑥+ℎ)

－
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通分する 
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＝－
𝑔𝑔(𝑥𝑥+ℎ)−𝑔𝑔(𝑥𝑥)
𝑔𝑔(𝑥𝑥+ℎ)𝑔𝑔(𝑥𝑥)

 

＝－
𝑔𝑔′(𝑥𝑥)
𝑔𝑔(𝑥𝑥)2

 

覚えやすいように簡略化すると 

＝－
𝑔𝑔′
𝑔𝑔2
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数学テキストには見たことがありませんが、 

覚えやすいように、カンタンにして 

1
𝐠𝐠(𝐱𝐱)

 を微分すると 

−𝒈𝒈′
𝒈𝒈𝟐𝟐

 
 

 

ネットで探したら見つかりました。 
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ｘ^2 は 

ｘ2
と言う意味です。 

多くのネット情報などで使われているので慣れましょう。 

練習問題 

{
1

ｘ1}ʼ ＝ 

{
1

ｘ2}ʼ ＝ 

{
1

ｘ3}ʼ ＝ 
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𝒇𝒇(𝒙𝒙)
𝐠𝐠(𝐱𝐱)

 を微分するときは 

f(x) と 
1

𝐠𝐠(𝐱𝐱) 

の積の形にして、 

積の微分の公式をつかいます。 

(f・g)ʼ 

＝fʼg＋fgʼ ですから 

 

𝑔𝑔を
1
𝑔𝑔
 と換えて 

＝fʼ 1
𝑔𝑔
 － f 

𝑔𝑔′
𝒈𝒈𝟐𝟐

  

＝ 
𝑓𝑓′𝑔𝑔－f𝑔𝑔′ 

𝑔𝑔2 
 

 

 


